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（
１
）
第
9
8
号

稲
田

が
丘

2
0
1
1
年
（
平
成
2
3
年
）
3
月
1
日
(
火
)

2
0
0
9
年
創
立
9
0
周
年
／
2
0
1
0
年
稲
田
が
丘
へ
の
移
転
4
5
周
年
／
2
0
1
1
年
校
舎
竣
工
及
び
創
立
9
0
周
年
記
念
式
典

※
校
長
式
辞
は
本
紙
次
号
（
3
月
2
4
日
発
行
予
定
）
に
掲
載
し
ま
す
。



―

16
名
が
３
ヵ
年
皆
勤
者
表
彰

―

2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（２）

メモ

↑稲陵会からの記念品授与（昨日）

第３学年主任

小橋 達也

３
年
生
諸
君
、
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
、
い
よ
い
よ
卒
業
の
日
と

な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
め
で
た
い
時
に
詰
ま
ら

ぬ
私
事
で
す
が
、
近
頃
、
腰
痛
が

ひ
ど
く
て
、
病
院
で
診
察
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
脊
椎
の
変
形
に

よ
る
周
り
の
組
織
や
神
経
の
炎
症

と
判
明
し
ま
し
た
。
今
は
、
投
薬

と
コ
ル
セ
ッ
ト
の
お
陰
で
何
と
か

動
け
て
い
ま
す
が
、
も
う
無
理
の

利
く
身
体
で
は
な
い
な
ぁ
、
と
、

少
々
苦
笑
い
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
休
日
、
映
画

『
タ
イ
ヨ
ウ
の
う
た
』
を
観
た
の

で
す
。
映
画
と
言
っ
て
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
す
が
、
物
語
と
主
演
の
Ｙ
Ｕ
Ｉ

の
歌
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、

心
に
深
く
残
る
作
品
で
し
た
。

主
人
公
は
、
Ｘ
Ｐ
と
い
う
太
陽

に
当
た
る
と
死
ぬ
疾
患
を
抱
え
た
、

十
六
歳
の
少
女
。
彼
女
は
、
病
が

進
行
し
余
命
僅
か
な
が
ら
も
懸
命

に
生
き
て
、
懸
命
に
歌
い
続
け
た

の
で
す
。
ラ
ス
ト
の
辺
り
の
一
場

面
の
セ
リ
フ
は
、
特
に
心
に
残
り

ま
し
た
。

「
私
、
死
ぬ
ま
で
生
き
る
っ
て
決

め
た
ん
だ
か
ら
。
生
き
て
生
き
て

生
き
ま
く
る
ん
だ
か
ら
」

さ
あ
、
僕
の
伝
え
た
い
こ
と
。

人
は
何
事
か
を
成
す
た
め
に
生

ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
リ
ミ
ッ
ト

が
あ
る
か
ら
こ
そ
何
事
か
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
生
は
、
成
す
べ
き
こ
と
へ
の

卒
業
の
繰
り
返
し
な
ん
で
す
ね
。

学年主任 小橋 達也（国語）

１組（26名）小川 剛（数学）

２組（26名）小岩 玲奈（英語）

３組（29名）廣田 達也（生物）

４組（28名）小松 正道（体育）

計（109名）

贈

る
言
葉

本
日
の
卒
業
式
に
先
立
ち
、
昨

日
の
午
後
に
は
稲
陵
会
入
会
式
が

執
り
行
わ
れ
、
１
０
９
名
が
新
た

に
卒
業
生
会
の
仲
間
入
り
を
果
た

し
た
。
大
正
９
年
３
月
に
最
初
の

卒
業
生
28
名
を
送
り
出
し
て
以
来
、

会
員
延
数
は
１
２
，
５
６
８
名
と

な
っ
た
。

入
会
式
で
は
稲
陵
会
会
長
の
松

浦
昇
氏
（
39
期
）
の
祝
辞
に
続
き
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
藤
原
美
鈴
さ

ん
が
記
念
品
を
受
領
し
、
「
末
永

く
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
卒
業
生
会
の
一
員
と
し
て
、

母
校
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
記
念
品
授
与

皆
勤
者
表
彰
も

ま
た
、
稲
陵
会
入
会
式
を
前
に
、

就 職（100% 決定） 進 学

民間就職 公務員

(自衛隊)
合計

大学 短大 専門学校 大学校

等
合計

管内 管外 県外 国公立 私立 国公立 私立 医療系 他

人数 １５ ３ ３ ２ ２９ ３ ２４ ３ １０ ８ ２２ ２ ６２

平成２２年度 進路決定者数

就職内定先

■【管内】

仁多郡森林組合③

ベッセル島根②

株)仁多産業③

ＳＷＳ株式会社

(九州電装)

島根三洋電機(株)

島根イーグル(株)

第１志望企業決定率(％)

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

決定率 63.6 77.4 66.7 86.2 84.2 75.9 77.1 85.7

株式会社加地②

横田ショッピングセンター

(株)奥出雲振興

亀嵩温泉玉峰山荘②

■【管外】

株式会社マルマン

株式会社サンキ

樹徳産業株式会社

【県外】

コカコーラウｪスト株式会社

株式会社壁の穴

株式会社ヴｧティー

■【公務員・自衛隊】

自衛隊自衛官候補生②

※国公立大学の合

格発表はこれから。

進学先は未定者が

多いため掲載省略。

「

卒
業
に
つ
い
て

」

▼貴花田が史上最年少優勝

▼欧州連合条約調印（12カ国）

▼日本医師会が尊厳死を容認

▼Ｒ３１４に「おろちループ」完成

▼出雲ドーム完成

▼ＰＫＯ協力法案成立

▼国家公務員の完全週休２日制

▼ブラジルで地球環境サミット

▼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ五輪で水泳の岩崎恭子が金

▼学校５日制（月１回）スタート

▼毛利衛氏がｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙで宇宙へ

▼PKO協力法により自衛隊ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ派遣

▼第5回全国ｽﾎﾟﾚｸ祭島根大会

▼米国大統領にクリントン氏当選

▼美保関に隕石落下

▼米子道全線開通

▼県立国際短期大学設置認可

■流行語

冬彦さん、きんさん・ぎんさん

リストラ

■ヒット曲

君がいるだけで（米米クラブ）

卒
業
記
念
品
（
卒
業
生
へ
）

Ｐ
Ｔ
Ａ

卒
業
証
書
筒

稲
陵
会

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド

第 期生１９９２年(平成４年)

卒業生の多くが生まれた年
（1月～12月） 昭 和2 3年新 制高校 発足

横 田 高 校 第 期生

↑卒業生の胸を飾る在校
生手作りのコサージュ。

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
三
澤
の
ぞ
み

さ
ん
が
受
領
。
続
い
て
皆
勤
者
表

彰
も
行
わ
れ
、
３
ヵ
年
皆
勤
者
16

名
、
３
年
次
１
年
間
の
皆
勤
者
23

名
が
表
彰
さ
れ
た
。

１年次担任 吉廣恵一
福間 新

野津賢士

(人)

就職率１００％



卒
業
生
代
表
挨
拶

中
で
、
先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
、
一
つ
ひ
と
つ
思

い
出
し
な
が
ら
、
一
日
一
日
を
大

切
に
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
３
年
間
、
悲
し
い
こ
と
、

辛
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
嬉
し

い
こ
と
を
一
番
近
く
で
と
も
に
過

ご
し
て
き
た
仲
間
の
こ
と
を
忘
れ

ま
せ
ん
。
皆
と
だ
か
ら
こ
そ
、
楽

し
い
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

３
年
間
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の

方
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
日
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
先
生
方
を
は
じ

め
、
家
族
や
友
達
、
そ
し
て
影
に

日
な
た
に
、
私
た
ち
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
沢
山
の
方
々
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

春
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
の

2、3年次の体育祭は横田公園芝ｸﾞﾗﾝﾄﾞで

2年次８月の旧校舎惜別の集い

1年次国際交流体験学習(韓国の景福宮で)

（３）第98号 稲 田 が 丘 20011年（平成23年）3月1日(火)

山守 宏明
(前期生徒会長)

先
月
、
日
本
初
の
有
人
宇

宙
施
設
「
き
ぼ
う
」
が
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
宇

宙
開
発
の
画
期
と
な
る
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
る
た
び
、
感

動
の
一
方
で
、
ア
ポ
ロ
13
号

の
悲
劇
を
思
い
起
こ
し
て
し

ま
う
。
▼
17
号
ま
で
続
く
米

国
の
ア
ポ
ロ
計
画
の
中
で
、

初
の
月
面
着
陸
に
成
功
し
た

11
号
と
と
も
に
多
く
の
人
々

の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い

の
が
13
号
だ
ろ
う
。
３
回
目

の
月
面
着
陸
を
目
指
し
た
13

号
に
は
、
す
で
に
マ
ス
コ
ミ

も
冷
め
た
扱
い
と
な
り
、
人
々

の
記
憶
に
ほ
と
ん
ど
残
ら
な

い
平
凡
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
終

わ
る
は
ず
だ
っ
た
。
▼
し
か
し
、
打

ち
上
げ
間
も
な
い
時
点
で
の
爆
発
事

故
に
よ
り
状
況
は
一
変
。
数
万
の
地

上
ス
タ
ッ
フ
が
ジ
ム
・
ラ
ベ
ル
船
長

ら
３
人
の
救
出
に
不
眠
不
休
の
努
力

を
重
ね
、
世
界
中
が
固
唾
を
飲
ん
で

生
還
を
見
守
っ
た
。
◆
奇
跡
的
な
生

還
を
遂
げ
た
も
の
の
、
13
号
は
完
全

な
る
失
敗
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
生
還
劇
の
中
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
ド
ラ
マ
は
「
大
い
な
る
失
敗
」

と
し
て
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
宇

宙
開
発
に
大
き
な
警
鐘
と
と
も
に
、

お
お
い
な
る
前
進
・
自
信
を
も
た
ら

す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
◆
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
世
代
の
新
入
生
に
と
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
横
高
生
活
の
中
で
、
明

日
に
つ
な
が
る
「
大
い
な
る
失
敗
」

と
は
何
か
。
３
年
後
に
聴
い
て
み
た

い
。

（
平
成
20
年
度
１
年
学
年
主
任
記
）

‐稲田が丘の３年間‐

平成20年4月9日～平成23年3月1日

【平成２０年度】校長：小林邦彦

○遠足／とっとり花回廊

○県総体男女総合第３位(Bｸﾞﾙｰﾌﾟ)

○学園祭「Great Effort Overcome

～すばらしい挑戦で打ち勝つ～」

○国際交流体験学習（訪韓３泊４日）

【平成２１年度】校長：小林邦彦

○遠足／フォーゲルパーク

○県総体男女総合第３位(Bｸﾞﾙｰﾌﾟ)

○仮設校舎へ移転(7/23)

○学園祭

「僕らで起こせ!Revolution☆」

○後期生徒会長：笹野夏樹

【平成２２年度】校長：佐藤勇人

○前期生徒会長：山守宏明

○遠足／蒜山高原センター

○県総体男女総合第５位(Bｸﾞﾙｰﾌﾟ)

○学園祭「Go～輝け、青春の1ﾍﾟｰｼﾞ～」

○就職試験（9/16～）

○大学入試センター試験（1/15,16）

○卒業試験（1/13～17）

○新校舎へ移転(2/13)

○昨日、稲陵会入会式

○本日、卒業式

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

あ
な
た
の
こ
の
３
年
間
の

「
大
い
な
る
失
敗
」
と
は

何
で
し
た
か
？

【 校訓 】→ 凛 凛 し く 毅 く 逞 し く

【 教育目標 】→ 耕 心 培 学

学校だより第67号（平成20年4月）コラム欄より転載

↑雪融けの進んだ先週25日(木)撮影

コ
ラ
ム
ふ
た
た
び

平成20年4月9日の入学式



校
舎
（
管
理
教
室
棟
）
改
築
の
一
年
半

右の写真は91期生が4学期間を過ごした旧教室棟の中庭

側。この校舎での生活は平成21年7月16日まで。校舎移転

作業のため翌17日の１学期終業式は横田コミュニティーセ

ンターで行い、臨時5連休の後、夏期補習初日の7月23日に

仮設校舎に入った。以来、1年7ヶ月を経て仮住まいから戻っ

てきた。

平成20年8月ボーリング調査平成21年5月25日 平成21年4月

平成21年6月

落日の旧校舎（平成21年10月1日撮影）

平成21年11月17日

平成21年1月15日

平成22年4月7日平成22年6月8日

12月18日、校舎完成を祝って、

ステップアップ講座参加の運動部

員を中心に餅つき大会。

昭和40年春に稲田が丘に移転してより半世紀近く、創立90周年の年に旧校舎はその役目を終え

た。そして、創立以来の校史は、稲田参道校舎（現むらくも苑付近）時代より稲田が丘時代が長

くなることとなった。

平成21年度１学期終業式を数日早め、臨時5連休の後、夏期補習初日とっ

なた7月23日に仮設校舎での生活が始まった。翌8月末には写真左の「旧校舎

惜別の集い」を実施。写真右は平成20年度1年生の恩田さくらさんが旧校舎

を描いた作品で、21年度全国高等学校総合文化祭三重大会に出品された。

2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（４）



（５）第98号 稲 田 が 丘 2011年（平成23年）3月1日(火)

進入路

管理・教室棟

特別教室棟

渡
り
廊
下

図書室被服室調理室保健室

昇降口

職員室会議室

事務室

校
長
室

ｺ
ﾓ
ﾝ
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

面
談
室

進
路

指
導
室

音楽室
視聴覚教室美術教室美

術

準
備
室

第
２
特

別
教
室

第
１
特

別
教
室

書
道
教
室

情
報
教
室

地歴
公民教室

物理教室 生物教室 化学教室

音
楽

準
備
室

視
聴
覚

準
備
室

化
学

準
備
室

準
備
室

図
書

準
備
室

和
室

家
庭
科

準
備
室

玄
関

応

接

室

小
会
議
室

閲
覧
室

↑

体
育
館
・
武
道
場

↑

生徒
面接室

印刷
室

女WC

女WC 男WC

男
WC

女WC男WC

女WC 男
WC

男
WC

女WC

中 庭

管理・教室棟

特別教室棟

特別教室棟

管理・教室棟

弓道場

稲陵会館

渡
り
廊
下
（
２
Ｆ
屋
根
な
し
）

渡
り
廊
下

渡
り
廊
下

来客・教職員用駐車場

3- 1 3-2 3-3 3-4

西階段

東階段

西階段

東階段

管
理
・
教
室
棟
（
新
校
舎
）
＆

特
別
教
室
棟

案
内
図

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）
、
県
立
学
校
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
が
松
江
市
内
に
建
設
さ
れ

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
。
今
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
校
舎
が
耐
用
年

数
を
迎
え
、
い
く
つ
か
の
学
校
で
改
築
が
急
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
高
校
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
校
や

中
学
校
も
然
り
。
耐
震
補
強
工
事
の
必
要
も
加
わ
っ
て
、
本
校
生
の
中
に
も
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

で
い
ず
れ
も
仮
設
教
室
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
教
職
員
の
中
に
も
、
異
動

先
で
た
び
た
び
職
員
室
の
引
っ
越
し
に
汗
を
流
し
た
者
も
い
る
。
と
は
言
え
、
真
新
し
い
校
舎
で
の
新

生
活
は
、
や
は
り
嬉
し
い
も
の
だ
。
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ



第67号（平成20年4月）

2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（６）



（７）第98号 稲 田 が 丘 2011年（平成23年）3月1日(火)

第97号（平成23年1月）



■
１
年
・
２
年
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

３
月
15
日
（
火
）
２
年
は
６
限
、
１
年
は
７
限

Ⅰ
類
型
（
志
望
）
↓
ふ
る
さ
と
講
話
／
視
聴
覚
教
室

塔
村
俊
介
氏
（
奥
出
雲
町
議
会
議
員
）

Ⅱ
類
型
（
志
望
）
↓
進
路
講
演
会
／
武
道
場

竹
田
英
造
氏
（
河
井
塾
）

■
医
療
・
福
祉
体
験
学
習
会

春
休
み
中
に
は
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
等
で
の
体
験

学
習
会
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
先
月
末
で
募
集
を
締

め
切
り
ま
し
た
が
、
３
月
30
日
（
水
）
の
奥
出
雲
病
院

で
の
実
習
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
進
路
指
導
部
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
空
き
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
入
学
式

来
年
度
１
学
期
の
始
業
式
は
例
年
通
り
４
月
８
日
に

行
な
い
、
翌
土
曜
日
の
４
月
９
日
に
入
学
式
を
行
い
ま

す
。
４
月
11
日
の
月
曜
日
を
振
替
休
業
日
と
し
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▼
県
新
人
大
会

（
１
／
13
、
江
津
市
・
浜
田
市
）

▽
男
子
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

横
田
０
15
‐
25
②
松
江
工
業

27
‐
29

吹
奏
楽

第４1回

ス
キ
ー
競
技
の
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け

と
な
っ
た
１
月
17
日
の
国
民
体
育

大
会
島
根
県
予
選
の
大
回
転
少
年

女
子
の
部
に
出
場
し
た
安
部
万
里

さ
ん
（
１
年
）
が
、
１
分
16
秒
54

の
タ
イ
ム
で
見
事
準
優
勝
を
飾
っ

た
。大

山
国
際
ス
キ
ー
場
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
た
大
会

コ
ー
ス
で
は
降
雪
が
続
き
、
視
界

不
良
で
転
倒
者
が
続
出
す
る
中
、

安
部
さ
ん
は
鋭
い
滑
り
で
完
走
し

準
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
の

選
考
で
国
体
本
番
へ
の
出
場
は
な

横
田
０
20
‐
25
②
松
江
高
専

19
‐
25

▽
女
子
予
選
グ
ル
ー
プ

横
田
②
25
‐
15
０
松
江
西

25
‐
18

横
田
０
９
‐
25
②
松
江
商
業

13
‐
25

男
女
と
も
に
予
選
グ
ル
ー
プ
戦
突

破
な
ら
ず

ス キ ー

ら
な
か
っ
た
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
の

の
一
層
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
翌
週
に
は
三
井
野
原
ス

キ
ー
場
で
島
根
県
高
校
ス
キ
ー
選

手
権
兼
新
人
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
、
開
会
式
で
は
安
部
さ
ん
が

選
手
宣
誓
。
滑
降
で
３
位
と
な
っ

た
。さ

ら
に
、
そ
の
３
日
後
か
ら
は

大
山
国
際
ス
キ
ー
場
で
中
国
高
校

ス
キ
ー
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
で
17
位
と

な
っ
た
。

3/26〔土〕

横田コミュニティーセンター

国民体育大会島根県予選（少年女子） 大
回
転
／
安
部
さ
ん
第
２
位大山国際スキー場（１月１７日）

ゲスト出演

ハートフルウィンズおくいずも

第６５回国民体育大会（千葉大会）

少年女子ホッケー競技第２位

横田高等学校女子ホッケー部

入
場
無
料

全国規模の大会で優秀な成績を収め

た島根県内の中学・高校の個人・団体

を対象とする標記の表彰式が2月25日に

松江市で行われ、本校の男女ホッケー

部を含む６団体５個人が表彰された。

な
お
、
男
子
ホ
ッ

ケ
ー
部
は
、
３
月

25
日
か
ら
岐
阜
県

で
開
催
さ
れ
る
全

国
選
抜
大
会
に
出

場
す
る
。

ご案内(予告)です

↑溝口善兵衛県知事より表彰を受ける女子ホッケー部代表生徒。

2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（８）

第
22
回
山
陰
中
央
新
報
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

■
主
催
／
島
根
県
（
保
健
体
育
課
）

■
日
時
／
２
月
16
日
（
水
）
15
時

■
場
所
／
ホ
テ
ル
宍
道
湖
（
松
江
市
）

開演 18:30



人
権
・
同
和
教
育

２
年
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
２
月
）

写
真
は
、
電
気
店
の
店
員
に
扮

し
た
生
徒
が
、
お
客
役
の
堀
江
ア

ナ
に
対
し
、
商
品
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
機
器

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
、
買
う
気
に
さ
せ

る
話
術
を
磨
こ
う
と
い
う
研
修
の

一
場
面
。

堀
江
ア
ナ
も
、
高
校
生
相
手
の

こ
の
よ
う
な
研
修
講
話
は
初
め
て

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
は

卒
業
試
験
最
終
日
の
１
月
17
日

か
ら
計
５
回
、
進
路
が
内
定
し
た

３
年
生
を
対
象
に
、
自
立
す
る
社

テーマ 内容

１ 2/4

オリエンテーション「仕事と人生につ

いて」「社会人としての心構え」「会

社を理解する」「仕事の基礎知識」

自分にとっての仕事の価値、社会人・組織人としての心構え、

経営の目的、価格意識、会社組織と人の役割 etc.

「仕事の基礎知識①」 基本的ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ(挨拶・身だしなみ、電話応対、文書の書き方)

２ 2/18 「仕事の基礎知識②」「研修のまとめ」 指示の受け方、報告の仕方、３年後の自分、生活信条を作ろう

言
葉
づ
か
い
は
心
遣
い

だんだんカンパニー

プレゼン最優秀賞

イベント班
地域との交流評価

総合的な学習

話
の
プ
ロ
。
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
、
し
ば
し
ば
爆
笑
の
渦
も

巻
き
起
こ
っ
た
が
、
「
言
葉
づ
か

い
は
心
遣
い
」
と
の
言
葉
に
は
大

き
な
説
得
力
が
あ
り
、
何
気
な
い

言
葉
遣
い
が
対
人
関
係
に
大
き
な

影
響
を
持
つ
こ
と
を
生
徒
も
再
認

識
し
た
。

昨
年
７
月
に
発
足
し
た
「
だ
ん
だ

ん
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
研
究
成
果
を
発

表
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
２
年
Ⅰ
類
型
７
つ
の
班
が

そ
れ
ぞ
れ
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

用
い
て
奥
出
雲
町
活
性
化
の
た
め
の

提
言
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
指
導
い
た

だ
い
た
商
工
会
関
係
の
方
々
に
も
審

査
い
た
だ
き
、
「
イ
ベ
ン
ト
班
」
が

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

同
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
の
実

際
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
り
、

試
作
の
「
そ
ば
ア
ン
ダ
ギ
ー
※
」
を

振
る
舞
っ
た
り
す
る
等
、
地
域
住
民

と
の
実
際
の
交
流
、
実
践
力
も
高
く

評
価
さ
れ
た
（
※
沖
縄
名
物
の
サ
ー

タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
風
の
お
菓
子
）
。

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
班
に
よ
る
１
年

生
Ⅰ
類
型
志
望
者
向
け
の
プ
レ
ゼ
ン

が
、
３
月
15
日
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

終
了
後
に
視
聴
覚
教
室
で
行
わ
れ
る
。

講師／堀江 清市 氏

（ ＮＨＫ松江放送局アナウンサー、奥出雲町鳥上出身 ）

「面接に役立つ 敬語の知識と分かりやすい話し方」

1/23 JR駅前の雪だるま大会

（９）第98号 稲 田 が 丘 2011年（平成23年）3月1日(火)

２年

Ⅰ類型

内 容 ご協力いただいた皆様

１ 1/17 全体説明会

２ 1/21
新社会人のための消費者講座 武田典子 氏（中国労働金庫雲南支店）

消費者問題出前講座 久保照美 氏（島根県消費者センター 消費生活専門相談員）

３ 1/28
講演「新社会人となる横高生へ」 岡田篤志 氏（奥出雲町商工会議所事務局長）

学年会主催講座 （DVD視聴「中村文昭『師匠』をつくれ!」）

４ 2/4
高校生のための法律教室 加藤浩之 氏、渡部浩義 氏（島根県司法書士会）

校舎内外の清掃 （校舎内外の清掃、雪かき）

５ 2/18
校長講話 佐藤勇人 校長

租税教室 甲斐好徳 氏（広島国税局調査査察部）

商
工
会
主
催
の
新
卒
者
向
け
研
修
も

会
人
を
め
ざ
し
て
幅
広
い
知
識

と
教
養
・
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
卒
業
研
修
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
（
初
回
は
説
明
会
の

み
）
。

ま
た
、
昨
年
に
続
い
て
奥
出

雲
町
商
工
会
議
所
の
ご
好
意
で
、

「
新
卒
者
向
け
研
修
」
も
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

末
の
計
７
回
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

を
含
め
、
特
に
商
工
会
議
所
事

務
局
長
の
岡
田
様
、
同
地
域
振

興
巡
回
員
の
町
田
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、

紙
上
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

【
卒
業
研
修
講
座
】

【
新
卒
者
向
け
研
修
】

（
商
工
会
主
催
）



2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（１０）

定
礎
式
／
除
幕
式
／
校
舎
竣
工
及
び
創
立
90
周
年
記
念
式
典
／
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
「
金
八
先
生
の
出
前
授
業
」
）
／
祝
賀
会

各界で活躍する横高ＯＢ (5)

＜景山祐子氏プロフィール＞

旧仁多町三沢出身

昭和52年3月 横田高校卒業（第57期）
女子美術短期大学卒業

1991年 第1回『古典技法で描く油彩画展』を阿蒜隆之氏と
ともに発表。以後、20年連続開催（日本の自然・山陰の四季

を中心テーマに作品制作、今年度は島根県立美術館で開催）。

【近年の受賞歴の一部】
モナコ芸術祭2006芸術大賞受賞

モナコ日本芸術祭ギョームアポリネール賞(2007)受賞
モナコ日本芸術祭モーリスジェノバ賞(2008)受賞

日仏修好150年記念ル・サロン合同展サンジェルマン賞受賞
ＯＡＳＡＳ第15回大阪・(仏)エビアン展市長賞受賞

題 「船通山紅葉の道」 ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
（
新
校
舎
竣
工
記
念
）

景
山

祐
子

氏

昭
和
52
年
３
月
本
校
卒
業
（
第
57
期
）
雲
南
市
在
住

入場無料５
月
１
日
〔
日
〕

―

開
校
記
念
日
に
創
立
90
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

―

金八先生ご退職記念

■定礎式 １２：３０～

■「青春の想い」像 除幕式
１２：４５～

■竣工式 １３：３０～

■創立90周年記念式典
１４：００～

■ 記念イベント １５：００～

アトラクション
１５：００

～１５：３０

吹奏楽部新ユニフォーム披露
・ユニフォームデザイン入賞者表彰

・新旧校歌演奏

「金八先生の出前授業」
１５：３０

～１７：００
・授業者 武田 鉄矢

・生 徒 杉田 かおる

武田鉄矢氏 記念植樹

■ 記念祝賀会 １８：００～

トークショー

※来客・職員玄関で実物をご覧下さい。

校舎竣工及び創立90周年記念式典等

を、本校の開校記念日に合わせ、５月

１日（日）に右のとおり開催します。

本校の創立90周年は一昨年でしたが、

周年行事は新校舎の竣工に合わせて今

春に計画しました。

２

御品書

授業者 ： 武田鉄矢

生徒 ： 杉田かおる15:30～17:00
本校第１体育館

５月１日限定

１



平 成 22 年 度 末・23 年 度 始 め の 行 事 予 定

（１１）第98号 稲 田 が 丘 2011年（平成23年）3月1日(火)

日 曜 学校行事等 部活等

１ 火 本日卒業式

２ 水 S.C

３ 木

４ 金

５ 土 2年就職ガイダンス・実力テスト、土曜補習（P当番）

６ 日

７ 月

８ 火 高校入試（生徒登校禁止）、中期日程試験

９ 水 球技大会

１０ 木

１１ 金

１２ 土 高1ﾊｲﾚﾍﾞﾙﾃｽﾄ、後期日程試験

１３ 日 ＰＴＡ視察研修

１４ 月 S.C

１５ 火 進路ガイダンス(1、2年)

１６ 水

１７ 木

１８ 金 高校入試合格発表

１９ 土 中国高校剣道新人戦

２０ 日

２１ 月 春分の日

２２ 火

２３ 水 新２年生ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄ

２４ 木 終業式、離任式

２５ 金

２６ 土

２７ 日

２８ 月 大阿蘇旗剣道大会

２９ 火 入学予定者説明会

３０ 水 全国選抜ホッケー(岐阜)

３１ 木

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
講
座
第
２
・
３
弾

荊
尾

俊

先
生
（
写
真
上
）

（
県
体
協
競
技
力
向
上
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

河
添

達
也

先
生
（
写
真
下
）

（
島
根
大
学
教
授
）

ありがとうございました １／２２（土）

日 曜 学校行事等 部活等

１ 金

２ 土

３ 日

４ 月

５ 火
入学予定者健康診断
入学予定者ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾎﾟｰﾄ

６ 水

７ 木

８ 金 新任式・始業式

９ 土 入学式・対面式・入寮式

１０ 日

１１ 月 4月9日の振替休業日

１２ 火

中
高
生
の
た
め
の

年
度
末
に
い
っ
た
ん
登
録
ア
ド
レ
ス
を
消
去
し
ま
す

―
４
月
に
ア
ド
レ
ス
の
再
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
―

緊
急
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録

豪
雪
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
不
通
が
相
次

い
だ
今
冬
、
「
緊
急
連
絡
用
メ
ー
ル
」
の
有
益

性
を
実
感
し
ま
し
た
。
登
録
は
任
意
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
メ
ー
ル
受
信
も
可
能
で
す
が
、
緊
急
連
絡
用
と
し

て
、
よ
り
早
く
受
信
確
認
が
で
き
る
媒
体
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登

録
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
、
現
在
登
録
中
の
ア
ド
レ
ス
は
、
年
度
末
に
い
っ
た
ん
消

去
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
１
・
２
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
の
皆
様

に
つ
い
て
は
、
４
月
に
再
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
方
法
に

つ
い
て
の
文
書
は
、
来
年
度
は
じ
め
に
、
お
子
様
を
通
じ
て
再
配

布
し
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
登
録
を
す
す
め
る
の
は
、
安
全
教
育
の
一
環

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
も
登
録
率
ア
ッ
プ
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
年
度
末
の
主
な
配
布
物

・
生
徒
会
誌
「
碧
窓
」

・
「
読
書
感
想
文
集
」

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
・
み
を
つ
く
し
合
併
号
」

・
「
稲
陵
会
報
」

・
「
教
育
し
ま
ね
」

（
島
根
県
教
委
）

・
卒
業
ア
ル
バ
ム

（
３
年
の
み
）

・
六
子
「
き
づ
き
」
Ｃ
Ｄ

（
３
年
の
み
）

・Y
e
l
l
2
0
1
0

（
３
年
の
み
、
山
陰
中
央
新
報
社
）

・
本
紙
第
98
号

（
次
号
は
３
月
24
日
発
行
予
定
）

※
学
年
や
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
進
路
だ
よ
り
、
学
年
・

学
級
通
信
等
も
あ
り
ま
す
。
お
子
様
を
通
じ
て
お
受
け
取
り
い
た
だ

き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

急告
３
月
６
日
（
日
）
に
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
視

察
研
修
（
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
訪
問
）
を
、
都
合
に

よ
り
３
月
13
日
（
日
）
に
変
更
し
ま
し
た
。
先
月
段
階
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
員
の
皆
様
だ
け
に
ご
案
内
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
般
会
員
の
皆
様
も
含
め
て
改
め
て

参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参

加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
高
校

の
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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90年物語 特別教室棟改築と中庭整備

編

集

後

記

卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
で
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

お
子
様
が
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
て

も
、
本
校
を
支
え
て
い
た
だ
く
地

域
の
中
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

現
在
の
特
別
教
室
棟
は
平
成
２

年
度
末
に
完
成
し
、
続
い
て
旧
棟

解
体
と
昇
降
棟
建
設
工
事
が
始
ま

り
、
渡
り
廊
下
と
あ
わ
せ
て
１
年

後
の
平
成
４
年
春
に
竣
工
し
た
。

こ
れ
ら
創
立

70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
中
庭
整
備
も

進
め
ら
れ
た
。
斐
伊
川
の
巨
石
を

置
く
構
想
が
立
て
ら
れ
、
最
大
で

33
ト
ン
、
大
小
あ
わ
せ
て
（
七
五

三
に
な
ぞ
ら
え
て
）
15
個
を
、
吾

妻
山
や
船
通
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

配
置
さ
れ
た
。
周
囲
は
特
別
教
室

棟
の
改
築
に
あ
わ
せ
て
県
に
よ
り

イ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ッ
キ
ン
グ

に
よ
り
全
面
舗
装
し
、
「
見
る
庭
」

か
ら
「
使
う
」
庭
へ
と
か
わ
っ
た
。

旧
校
舎
解
体
工
事
が
始
ま
る
直
前

の
、
平
成

21
年
度
稲
陵
祭
ま
で
、

文
化
祭
で
は
生
徒
の
屋
台
が
並
ん

だ
空
間
で
も
あ
る
。

麻
疹
予
防
接
種
が
ま
だ
の
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様
へ

最後のご案内です。

まだ間に合います。

平成22年度ＭＲワクチン接種率
（麻疹風疹混合ワクチン）

2011年（平成23年）3月1日(火) 稲 田 が 丘 第98号（１２）

国の目標 95.0％以上

横田高校 85.3 ％

完
成
し
た
新
校
舎
が
わ
ず
か
に

南
側
に
広
が
っ
た
た
め
、
中
庭
は

以
前
よ
り
若
干
狭
く
は
な
っ
た
が
、

日
常
の
学
校
生
活
に
潤
い
を
与
え

て
く
れ
る
貴
重
な
空
間
で
あ
る
。

島
根
県
内
で
高
校
３
年
生
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
12
月
末
日
時
点
で
７
０
．
４
％
。
本
校
で
は
、
下
記
の
よ
う
な
推
移
で
、
卒

業
時
点
で
は
８
５
．
３
％
に
な
り
ま
し
た
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
毎
年
２
〜
６
月
に
流
行
し
、
中
耳
炎
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
お
こ
し
て
重
傷
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
力
の
高
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
感
染
し
て
い
る
人
と
同
じ
部
屋
に
い
る
だ
け
で
う
つ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

く
ら
い
で
す
。
も
し
、
自
分
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
周
り
の
人
に
も
う
つ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
３
月
末
日
ま
で
は
無
料
（
公
費
負
担
）
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
人
は
急
い
で
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

卒業生の皆さんへ

県
内
高
校
の
今
春
卒
業
生
全
員
に
配
布
さ
れ
た
「
骨

髄
バ
ン
ク
登
録
」
を
呼
び
掛
け
る
カ
ー
ド
の
表
紙
。

血
液
の
ガ
ン
と
呼
ば
れ
る
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
病
気
は
、
骨
髄
移
植
や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
で
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ド
ナ
ー
登
録
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
正
し
い
知
識
、
理

解
が
大
切
で
す
。
最
寄
り
の
保
健
所
（
雲
南
保
健
所
０
８
５
４

‐
４
２
‐
９
６
３
８
）
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ド
ナ
ー
登
録
は
18
歳
か
ら
可
能
で
す

―
提
供
で
き
る
の
は
20
歳
以
上
55
歳
以
下
で
す
―

平成22年度3年生予防接種率の推移

時期 接種率(昨年度)

６月末日 38.5% (44.4)%

９月末日 65.1% (75.0)%

12月末日 78.0% (81.6)%

卒業時 85.3% (87.5)%

奨
学
金
に
つ
い
て

■
卒
業
生
へ

上
級
学
校
進
学
後
に
日
本
学
生

支
援
機
構
の
奨
学
金
を
受
給
す
る

予
定
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
に
「
進

学
届
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提

出
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
。
詳
細
は
２
学
期
に
配
布
し
た

「
大
学
等
奨
学
生
採
用
候
補
者
の

皆
さ
ん
へ
」
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

■
日
南
中
学
校
出
身
の

在
校
生
へ

鳥
取
県
育
英
会
の
奨
学
資
金
制

度
は
島
根
県
と
異
な
り
ま
す
。
来

年
度
の
鳥
取
県
育
英
奨
学
生
（
高

等
学
校
等
奨
学
資
金
）
の
説
明
文

書
は
、
終
業
式
ま
で
に
高
校
で
配

布
し
ま
す
。
奨
学
資
金
受
給
希
望

の
際
は
、
４
月
20
日
ま
で
に
高
校

へ
必
要
書
類
を
提
出
し
て
も
ら
い

ま
す
。

３年生とその保護者の皆様へ

↑平成４年春の中庭石組除幕式

↑平成21年度稲陵祭での屋台テント
この直後から旧校舎解体工事へ

↓特別教室棟改築前の姿(平成元年頃)

→
写
真
奥
の
木
造
の
旧
特
別
教
室
棟
は
、

稲
田
参
道
校
舎
か
ら
移
築
し
た
も
の
。

現
在
の
稲
陵
会
館
が
建
つ
位
置
に
あ
る

の
は
芸
術
関
係
の
教
室
棟
。
芝
が
植
え

ら
れ
た
中
庭
は
、
土
質
が
悪
く
花
も
ま

ば
ら
だ
っ
た
。

第27回


